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１ アセットマネジメントについて（AMの概念）

○ 下水道事業におけるアセットマネジメントとは，

「ヒト」 …… 組織，管理体制

「モノ」 …… 資産，施設（ストック）管理

「カネ」 …… 経営管理（投資・財政計画等）

の３要素を効率的に活用し，持続可能な事業運営を行っていくこと。

○ 現在の仕事の進め方を整理して体系化・効率化することがアセットマネ
ジメント。
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藤沢市型のアセッ
トマネジメントと

は？

「湘南ふじさわ下水道ビジョ
ン」に掲げた目標，方針を実
現，実行するためのツール
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１ アセットマネジメントについて（藤沢市型AMの概念）
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１ アセットマネジメントについて（ＡＭとＳMの関係）

下水道の老朽化リ
スクの高まりに対し、
SMは、AMに包含し
て、「カネ」、「ヒト」の
投資規模をコント
ロールしていく必要が
あり、非常に大きな
位置づけとなります。



２ AMの取組状況（ロードマップでは・・・）

～2017(H29) 2018(H30) 2019(Ｒ元) 2020(Ｒ2) 2021(Ｒ3) 2022(Ｒ4) 2023(Ｒ5)～

第

３

段

階

アセットマネジ

メントの運用

施

設

管

理

ストックマネジ

メント

項　　　　目

第

２

段

階

導入計画の実

行・分科会で

の作業・試行

運用

第

１

段

階

基盤整備・

導入計画立案

アセットマネジメント運用

PDCAサイクルの管理

藤沢市全体を俯瞰したストックマネジメントの実施
ストックマネジメント

実施方針（計画）策定

業務フロー・課題の抽出「導入計画」

職 員 研 修

下水道GIS

見 え る 化

システム構築

試行運用

導入計画の策定・実行

リスク評価・特定計画のすり合わせ

部内分科会の開催

財政シミュレーション

業務の効率化・AMシステム運営体制

ステップアップ

ステップアップ

ス

ト

ッ

ク

情

報

情
報
の
相
互
連
携

継続的な取組

ステップアップ

組
織
体
制
の
整
備
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現在

Ｒ元年度から
第２段階に入っています。



平成
28年度

使用料見直しに係る答申（AM取組に言及）・AM手法の考え方を説明

AM手法導入の必要性を説明（ 12月市議会定例会）

平成
29年度

下水道部創設（AM推進担当設置）

湘南ふじさわ下水道ビジョン第２期アクションプログラム案について報告

平成
30年度

減免制度の見直し・AM取組状況報告

ストックマネジメント計画策定に着手

審議会

議 会

審議会

議 会

議 会

体 制

実 施

経営の改善（下水道使用料減免制度見直し）に係る審議審議会

令和
元年度

減免制度の見直しの審議・答申

経営戦略（使用料の見直しに伴う短期経営計画）の策定について報告

審議会

議 会

経営の改善（下水道使用料の見直し・経営戦略(短期経営計画）策定）に係る審議等
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２ AMの取組状況（議会，審議会への報告等）

令和
２年度

審議会 ＡＭ・ＳＭの取組状況報告



１

２

３

４

ストックマネジメント実施方針の策定

アセットマネジメント導入計画の策定

経営戦略（R2～4短期版）の策定

GISシステム統合（継続的な取組）

これまでの主な取組実績
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２ AMの取組状況（取組の実績）



～2017(H29) 2018(H30) 2019(Ｒ元) 2020(Ｒ2) 2021(Ｒ3) 2022(Ｒ4) 2023(Ｒ5)～

第

３

段

階

アセットマネジ

メントの運用

施

設

管

理

ストックマネジ

メント

項　　　　目

第

２

段

階

導入計画の実

行・分科会で

の作業・試行

運用

第

１

段

階

基盤整備・

導入計画立案

アセットマネジメント運用

PDCAサイクルの管理

藤沢市全体を俯瞰したストックマネジメントの実施
ストックマネジメント

実施方針（計画）策定

業務フロー・課題の抽出「導入計画」

職 員 研 修

下水道GIS

見 え る 化

システム構築

試行運用

導入計画の策定・実行

リスク評価・特定計画のすり合わせ

部内分科会の開催

財政シミュレーション

業務の効率化・AMシステム運営体制

ステップアップ

ステップアップ

ス

ト

ッ

ク

情

報

情
報
の
相
互
連
携

継続的な取組

ステップアップ

組
織
体
制
の
整
備

３

２

１

４

３

２
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２ AMの取組状況（ロードマップでは・・・）



ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト の 概 要

○ 持続可能な下水道事業を実施するため，明確な目標を定め，膨大な施設の状況を客
観的に把握，評価。

○ 中長期的な施設の状態を予測しながら，下水道施設を計画的かつ効率的に管理。
○ アセットマネジメントの重要な土台となる。

ストックマネジメントとは？

施設（モノ）のリスク評価を
行い，事業の優先度を決めて，
事業費の平準化を図ること。

２ ＡＭの取組状況（ SM実施方針の策定）１
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３ ＳＭ取組報告（ＳＭ実施方針）３ ＡＭ・ＳＭの取組状況（ SM実施方針の策定）2 ＡＭの取組状況（ SM実施方針の策定）１

年度 ～Ｈ３０（２０１８） Ｒ１（２０１９）

取組
項目

・施設情報の収集・整理
・リスク評価
・施設管理の目標設定
・長期的改築シナリオの設定
・点検・調査計画

・計画的な点検・調査
・修繕・改築計画

【下水道ＳＭ実施方針 策定】

◆『下水道ストックマネジメント実施方針』
長期的改築シナリオと，これに基づく実施計画を定めたもの。

●長期的改築シナリオ
：今後５０年の事業費・事業量・リスクなどを考慮した最適な改築事業の見通し。

５年 ５年 ５年 ５年

●実施計画
：『下水道ストックマネジメント実施計画』

直近5か年の具体的な修繕・改築計画

１１
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⑤改築（ＭＨ蓋） ⑥苦情・事故対応 ⑦補修
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管渠ＳＭ 最適な改築シナリオ 事業費の見通し
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⑦補修 ⑥苦情・事故対応 ⑤改築（管きょ等） ⑤改築（ＭＨ蓋）
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年
度
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業
費
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／
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年
度

別
改
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業
費

（
百

万
円

／
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金額軸

〇単純改築シナリオと最適な改築シナリオを比較した場合，
５０年間のコスト縮減率：約８０％。

・単純改築シナリオ
・最適な改築シナリオ

2 ＡＭの取組状況（ SM実施方針の策定）１

管渠 長期的改築シナリオ

８０％

年間平均事業費：約１５０億円。
年間平均事業費：約 ３０億円。

単純改築シナリオ 事業費の見通し 最適な改築シナリオ 事業費の見通し

１２
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シナリオ１２：改築投資額２５億円/年（リスク評価５，４改築）（費用）

南部系ポンプ 東部系ポンプ 辻堂浄化センター 大清水浄化センター 平均値2400百万円／年 西暦

施設ＳＭ 単純改築シナリオ 事業費の推移施設ＳＭ 単純改築シナリオ 事業費の推移

▼７８億円

西暦

年
度

別
改

築
事

業
費

（
百

万
円

／
年

）

施設ＳＭ 単純改築シナリオ 事業費の見通し 施設ＳＭ 最適な改築シナリオ 事業費の見通し

金額軸

2 ＡＭの取組状況（ SM実施方針の策定）

〇単純改築シナリオと最適な改築シナリオを比較した場合，
５０年間のコスト縮減率：約７０％。

・単純改築シナリオ
・最適な改築シナリオ

１

処理場・ポンプ場 長期的改築シナリオ

７０％

年間平均事業費：約７８億円。
年間平均事業費：約２４億円。

南部系ポンプ場 東部系ポンプ場 辻堂浄化センター 大清水浄化センター

単純改築シナリオ 事業費の見通し 最適な改築シナリオ 事業費の見通し

１３



●実施計画 『下水道ストックマネジメント実施計画』
：直近5か年の具体的な修繕・改築計画

３ ＳＭ取組報告（ＳＭ実施方針）2 ＡＭの取組状況（ SM実施方針の策定）１

５年 ５年 ５年 ５年

◆下水道ストックマネジメント計画
（交付金対象事業）

◆『下水道ストックマネジメント実施方針』
長期的改築シナリオと，これに基づく実施計画を定めたもの。

●長期的改築シナリオ
：今後５０年の事業費・事業量・リスクなどを考慮した最適な改築事業の見通し。

１４



2 ＡＭの取組状況（ SM実施方針の策定）

下水道ストックマネジメント実施計画

１

〇リスクが高い管渠から点検・調査を実施し，緊急度の高い管渠から
改築を実施していきます。 （写真は管更生工法）

施工前 施工後施工中

〇リスクが高い施設から点検・調査を実施し，優先順位の高い施設から
改築を実施していきます。 （写真は汚水ポンプの改築例）

汚水ポンプ改築前 汚水ポンプ改築後

管渠

処理場
ポンプ場

１５



このままでは

人口減少、高齢
化による人的資
源の制約

ストック老朽化
の加速

使用水量の減少に
伴う使用料減収

限られた投資財源の中で、効率的・効果的に事業
運営、施設整備、維持・管理等を行なわなければな
りません。

ヒト

モノ

カネ

ヒト、モノ、カネの３要素を効率的に活用し，持続可能な事業運営
を行っていくためにはアセットマネジメントの導入が必要です。

２ ＡＭの取組状況（ AM導入計画の策定）２

下水道事業が抱える課題

下水道事業

外因（社会状況
変化）的課題

内因（実務）
的課題

１６



２ ＡＭの取組状況（ AM導入計画の策定）２

内因（実務）的課題の整理

市

民
1 市民の理解と協力を得る取組

2 組織体制・管理区分・職務分掌の見直し

3 ＳＭを継続的に行える組織・経営体制の整備

4 業務の効率化・標準化

5 情報システムによる業務の効率化（ＳＭ運用以外）

6 マネジメントのための職員意識の向上

7 熟練者のノウハウの活用

8 危機管理の組織的取組と習慣化

9 ＳＭの投資判断基準の作成

10 事業全体の優先順位・方針設定（ＳＭ以外）

11 処理場・ポンプ場の改築手法の検討

12 段階的な改築・ＳＭ・耐震化計画の作成手法の整理

13 ＳＭを継続的に行える情報基盤の整備

14 雨天時浸入水対策への取組

15 現在の業務内容の評価

16 将来の事業量と必要経費の予測

17 改築・ＳＭを実行可能にするための財源確保

モ

ノ

ストックマネジメント　・　リスク評価

投資判断基準　・　官民連携

業務最適化　・　システム化

ダウンサイジング　・　広域・共同化

２

８

０

の

課

題

を

　

　

　

１

５

０

に

整

理
カ

ネ

ストックマネジメント　・　財政シミュレーション

投資判断基準　・　経営指標

システム化　・　広域・共同化

１７の課題グループ 課題解決のキーワード

職

員

か

ら

抽

出

し

た

　

　

　

　

２

８

０

の

課

題

見える化

ヒ

ト

ストックマネジメント　・　経営会議

人材育成・確保　・　官民連携

業務最適化　・　組織最適化

広域・共同化

課題を

グルーピング

１７



新しい業務スタイル 新しい管理スタイル 新しい経営スタイル

【柔軟・連携】 【予測・効果】 【見える・賢い】

情報技術の活用により、ヒト・モノ・カネを
一体的かつ包括的にとらえた業務変革

デジタイゼーション（デジタル化）、デジタライゼーション（データ技術の利用）、デジタルトランスフォーメーション（データとデジタル技術を活用して市民や社会のニーズを
基に、サービス、業務、組織、プロセスを変革し、持続可能な仕組みを確立する取組）を段階的に進めること

アセットマネジメントで
事業の「持続」を！！

人

モノ

カネ
このままでは

２ ＡＭの取組状況（ AM導入計画の策定）２

戦略的導入方針図

１８

※
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モノ

カネ

人
新しい業務スタイル

新しい管理スタイル

新しい経営スタイル

【柔軟・連携】

【予測・効果】

【見える・賢い】
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況
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法
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進
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ロ
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図
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２ ＡＭの取組状況（ AM導入計画の策定）２

段階的導入方針図

１９



20

２ ＡＭの取組状況（ AM導入計画の策定）２

アセットマネジメント導入計画

～2017(H29) 2018(H30) 2019(R元) 2020(R2) 2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024～項　　　　目

第

３

段

階

アセットマネジ

メントの運用

第

２

段

階

導入計画の実

行・分科会で

の作業・試行

運用

アセットマネジメント運用

PDCAサイクルの管理

デジタライゼーションの推進

試行運用

リスク評価・特定計画のすり合わせ

財政シミュレーション

業務の効率化・AMシステム運営体制

ステップアップ

ステップアップ

新たな維持管理体制（PPP)検討・導入

経営体制の強化，組織の再編成 →

財政シミュレーションシステムの試行運用・稼働 →

財政シミュレーションシステムの構築 コンピューティングシステムの検討・構築 →

投資判断基準の検討

財政シミュレーションの試行

下水道ビジョンの見直し 下水道ビジョンの施行→

中期経営計画の検討 中期経営計画の実施→

業務改革手法検討・実践

下水道GISの統合

新維持管理体制導入 →

施策・方針

導入計画の策定・実行



２ ＡＭの取組状況（ 経営戦略（R2～4短期版の策定）３

令和５年度に向けて取り組むべき事項は・・・

・ ストックマネジメントの構築を早急に進め，諸課題への取組と
調整を図りながら，次期「中長期経営計画」を策定。

・ 「湘南ふじさわ下水道ビジョン」の検証による諸計画の適切な進行管理

・ 広域・共同化，民間活力の活用

経営戦略（短期版）策定

・ 下水道の見える化 ２１

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
神奈川県　藤沢市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km 2) 人口密度(人/km 2)

69.57 6,190.67 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km 2)

法適用 下水道事業 公共下水道 Ab 非設置 430,685

処理区域内人口密度(人/km 2) －

- 66.30 95.57 78.08 2,163 411,570 47.50 8,664.63 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率については、下水道使用料の改定に
よる増収があったものの、工事請負費等が増加した
ことにより低下しました。しかしながら、経常収支
比率は依然として100％を上回り、累積欠損金比率
は０％となっていることから、良好な経営状況が続
いています。今後も引き続き収入確保・経費削減に
取り組みます。
　流動比率については、平成26年度の会計基準の改
正により減少していますが、平成26年度以降は東京
電力からの賠償金が入金されたことと併せ、平成29
年度は下水道使用料改定や企業債の借入などにより
現金が増加したことから、流動資産が増加しまし
た。今後、老朽化対策など支出の増加が見込まれま
すが、流動資産の増加はあまり見込めないため、ほ
ぼ横ばいでの推移が見込まれます。
　企業債残高対事業規模比率については、大口の企
業債が償還満期を迎え、企業債残高が減少している
ことから減少傾向となっています。今後は、老朽化
対策などの更新投資を進めることにより増加傾向に
転ずるものと見込まれます。
　経費回収率については、下水道使用料の改定によ
り施設の予防保全を進め、維持管理費（工事請負費
等）が増加し、汚水処理原価が上昇したことから低
下しています。今後も、老朽化対策などを実施する
ことから、効率的な維持管理と収入の確保により
100％以上を目指します。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率、管渠老朽化率いずれも
法定耐用年数を超えている資産を多く保有している
ことを示しています。また、管渠改善率では、全国
平均・類似団体平均よりも老朽化対策が進んでいな
いことが伺えます。そのため、対策緊急度の高い施
設（管路・処理施設等）から優先的に施設再生を進
めるとともに、施設全体の計画的かつ効率的な老朽
化対策の実施に向けて、ストックマネジメント計画
の策定と実行に取り組みます。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成29年度は下水道使用料を改定したことで、下
水道使用料は増収となりましたが、節水傾向などを
鑑み継続的な増収は見込みにくい状況です。一方、
支出では、施設の老朽化が更に進むため、予防保全
型維持管理費の増加などが見込まれ、一層厳しい経
営状況となることが予測されることから、継続的な
経営基盤の強化を図ることが必要です。
　継続的な健全経営を維持していくため、定期的な
使用料の見直しを行い適正な使用料収入の確保及び
経費削減などの取組みを進めます。さらに、財政の
健全性を保ちながら、アセットマネジメント手法を
段階的に導入し、計画的かつ最適な事業運営を目指
します。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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【108.80】 【4.27】 【66.41】 【707.33】

【95.06】【60.13】【136.39】【101.26】

【38.13】 【5.37】 【0.23】

２　資本的収支（税込）

収入 （単位：千円）

R2 R3 R4 R2～R4計

企業債 2,849,900 3,050,100 3,091,900 8,991,900

（うち資本費平準化債） (425,000) (41,800) (466,800)

負担金及び分担金 42,197 41,587 41,008 124,792

他会計出資金 400,000 400,000 400,000 1,200,000

国庫補助金 822,667 1,267,611 1,266,850 3,357,128

貸付金元金収入 839 1,375 1,707 3,921

諸収入 426 426 426 1,278

4,116,029 4,761,099 4,801,891 13,679,019

支出

R2 R3 R4 R2～R4計

建設改良費合計 3,676,674 4,832,207 4,903,271 13,412,152

南部処理区管渠建設費 1,381,179 1,134,109 1,189,345 3,704,633

東部処理区管渠建設費 502,572 314,606 407,939 1,225,117

南部処理区ポンプ場建設費 28,372 172,580 369,850 570,802

東部処理区ポンプ場建設費 89,780 51,380 51,380 192,540

辻堂浄化センター建設費 479,774 2,398,281 2,019,208 4,897,263

大清水浄化センター建設費 878,549 311,725 317,830 1,508,104

新市街地下水道建設費 88,250 123,950 245,850 458,050

相模川流域下水道建設費 227,565 324,898 300,762 853,225

固定資産購入費 633 678 1,107 2,418

企業債償還金 4,413,084 4,102,900 3,788,405 12,304,389 （１）収入

貸付金 5,500 5,500 5,500 16,500

予備費 100 100 100 300

8,095,358 8,940,707 8,697,276 25,733,341

△ 3,979,329 △ 4,179,608 △ 3,895,385 △ 12,054,322

収支不足額補てん財源　合計 4,209,723 4,234,212 4,078,809

230,394 54,604 183,424

湘南ふじさわ下水道ビジョン第２期アクションプログラムにおける主な活動指標の目標値

R4目標

2施設

51箇所

95%

5施設

【資本的収支　事業計画及び実施内容と算出根拠】

ストックマネジメントの推進～アセットマネジメントの運用へ～

短期経営計画値

支出合計

科目

（１）管渠建設事業

収入合計　

　　　　　　　　　　　　（視点１－３）ストックマネジメント推進に向けた改築等の実施

　　　　大清水浄化センター（視点１－２）第２期総合地震計画に基づく耐震対策事業の実施

科目
短期経営計画値

１　資本的支出の主な事業計画及び実施内容

　　　　　　　　　　　　（視点４－１）ストックマネジメント推進に向けた改築等の実施

　　　　　　　　　　　　（視点１－２）第２期総合地震計画に基づく耐震対策事業の実施

（４）新市街地管渠建設事業

　　　　　　　　　　　　（視点４－１）ストックマネジメント推進に向けた改築等の実施

（３）浄化センター建設事業

　　　　　　　　　　　　（視点４－１）ストックマネジメント推進に向けた改築等の実施

収支差引 　

当年度末留保資金残

　　　　　　　　　　　　（視点２－１）合流式下水道改善事業の実施

　　　　　　　　　　　　（視点１－１、３－１）湘南台西地区管渠整備（汚水・雨水）

　　　　　　　　　　　　（視点１－２）地震対策事業の実施

　　　　南部処理区　　　（視点１－１）浸水対策事業の実施

　　　　相模川流域　　　（視点３－１）未普及解消事業の実施

　　　　東部処理区　　　（視点１－１）浸水対策事業の実施

（２）ポンプ場建設事業

　　　　辻堂浄化センター（視点１－２）第２期総合地震計画に基づく耐震対策事業の実施

　　　　　　　　　　　　（視点１－２）地震対策事業の実施

　　　　　　　　　　　　（視点２－１）合流式下水道改善事業の実施

　①企業債　　　　建設改良実施内容に基づき算出、元金償還額を超えない借入額とする

　

２　資本的収支の主な算出根拠

　②他会計出資金　第２期アクションプログラムの計画に基づき計上

　③国庫補助金　　建設改良実施内容に基づき算出

　　　　　　　　　（想定利率１．６％、元金均等、５年据置30年償還）

（２）支出

視点４－１

視点２－１

視点１－２

　②企業債償還金　既借入額に伴う償還予定額及び建設改良実施内容による借入予定額に対する償還見込み額

　①建設改良費　人件費・事務的経費は直近の予算額で計上、事業計画及び実施内容により工事費等を算出　

長寿命化等対策実施施設数

きょう雑物の除去装置設置率

耐震化実施マンホール数

耐震化実施重要施設数（処理場・ポンプ場）

活動指標
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16%
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の未然防止

9%
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37%

3-1 汚水処理施設

の早期整備

11%

4-1 施設再生
21%

その他
0%

視点別事業費の割合（R2-R4短期経営計画）

イメージ（一部抜粋）

イメージ（一部抜粋）



取組概要を記載

管路課で作成

その他の取組として
ＩＣＴ技術を活用した
不明水，空洞化調査などの
共同研究についてもサクッと触れる

２ ＡＭの取組状況（ GISシステム統合（継続的取組））４

＜GISシステム統合＞

これまで分散されていた様々な
情報を集約。

業務の効率化と市民サービスの
向上に寄与。
また、「下水道統合データベー
ス」で一元管理することにより、
ストック・アセットマネジメン
トへ有効に活用することが可能。

さらに、今後、苦情要望管理機
能など、様々な情報のデータ
ベース化により、より効率的な
マネジメントの実行が可能。

<その他 ICT技術の活用等＞

近年、全国的に課題となっている、分流式下水道の汚水管にお
ける雨天時浸入水の調査について、水位計と光ファイバーを利
用した温度分布計測にAIを組合せた調査技術の実用化に関する
実証研究を実施。

また、レーダー探査の活用による路面下空洞調査についても、
これまでの実証実験を踏まえ、昨年度から調査を実施しており、
効果的な維持管理につなげている。

２２



「ＡＭ導入計画」
の策定

課題の整理を行ったうえでＡＭ導入計画を策定
し，戦略的かつ段階的なＡＭ導入スケジュール
を具体化した。

「ＳＭ実施方針」
の策定

「ＳＭシナリオ」の設定を行ったうえで「ＳＭ実施計
画」を策定し，国へ提出。
特定財源の確保を可能とした。

「経営戦略
（短期版）」 の策定

経営改善・基盤強化のための基本方針を策定し，
令和２年度から４年度の間の健全な経営と安定
したサービス提供の継続を可能とした。

「GISｼｽﾃﾑ統合」
（継続的な取組）

部内各課で活用しているGISシステムを統合し，
市民サービス向上と業務効率化を図るとともに，
将来の業務効率化に向けた環境整備を進めた。

２ ＡＭの取組状況（まとめ）

これまでに取り組んだこと

１

２

３

23

成 果

４



下水道の持続のため，根幹的な課題となる強靭化対
策（ＳＭシナリオに基づいた改築事業等）を進めてい
くための担い手・財源確保が必要となる。

気候変動による自然災害の激甚化や，行政運
営課題の深刻化に対して，新たな視点を加えた
長期方針による事業運営が必要とされている。

経営戦略（短期版）以降も健全経営を持続
させるための，戦略的な経営方針が必要とされ
る。

市民とのパートナーシップを向上させるために，
さらなる下水道の見える化を図る必要がある。

新たな「下水道 ビ
ジョン」の策定・施行

「中期経営計画」
の策定・実施

財政シミュレーション
システムの試行・運用

新たな維持管理手法
（官民連携）の導入

３ 今後の取組（先導的に対応すべき４つの課題）

今後の課題 解決手段

ア

エ

ウ

イ

24Ｒ５年の運用に向けて，先導的かつ重点的に対応



～2017(H29) 2018(H30) 2019(Ｒ元) 2020(Ｒ2) 2021(Ｒ3) 2022(Ｒ4) 2023(Ｒ5)～

第

３

段

階

アセットマネジ

メントの運用

施

設

管

理

ストックマネジ

メント

項　　　　目

第

２

段

階

導入戦略の実

行・分科会で

の作業・試行

運用

第

１

段

階

基盤整備・

導入計画立案

アセットマネジメント運用

PDCAサイクルの管理

藤沢市全体を俯瞰したストックマネジメントの実施
ストックマネジメント

実施方針（計画）策定

業務フロー・課題の抽出

人材育成・確保

デジタライゼーションへの取組

市民との協働

施策・方針（下水道ビジョン・中期経営計画）

試行運用

導入計画の策定・実行

リスク評価・特定計画のすり合わせ

財政シミュレーション

業務の効率化・AMシステム運営体制

ステップアップ

ステップアップ

ス

ト

ッ

ク

情

報

情
報
の
相
互
連
携

継続的な取組

ステップアップ

組
織
体
制
の
整
備

デジタライゼーションの推進

エ

ウ

イア
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３ 今後の取組（ロードマップでは・・・）



● 新たな理念，長期方針の施行

● 現「ビジョンアクションプログラム」と現「経営戦略」を統合

● 新たな経営改善・基盤強化のための基本方針を策定

● 個別計画事業（施策）の優先順位づけ，各種指標，
達成度の見える化

★ 「下水道ビジョン」の見直し，「中期経営計画」の策定作業

● 経営会議によるビジョンの理念，長期方針の設定（トップダウン）

● 各課担当会議体による「中期経営計画」策定作業の着手（ボトムアップ）

● トップダウンとボトムアップの融合による，新たな「ビジョン」「経営計画」の策定

Ｒ２年度以降の取り組みは・・・

新たな「下水道 ビ
ジョン」の策定・施行

「中期経営計画」
の策定・実施

３ 今後の取組（課題㋐㋑に対する取組）

令和５年度に向けて ㋐・㋑

ア

イ
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● 職員が適時に試算できるシミュレーションシステムの
活用により，さまざまなパターンでの試算を実施。

● 中期経営計画策定作業の中で明らかになる事業
優先順位づけなどの結果を併せて試算し，ＳＭ
シナリオ事業に投資可能な財源を確保。

★ 財政シミュレーションシステム構築（継続）

● エクセルフォーマットによる複数パターンの長期財政シミュレーション実施

● フォーマットの段階的なバージョンアップ

財政シミュレーション
システムの試行・運用

Ｒ２年度以降の取り組みは・・・

３ 今後の取組（課題㋒に対する取組）

令和５年度に向けて ㋒

ウ
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★ 新たな官民連携手法導入に向けた事前作業

● 浄化センターの維持管理に対する包括的民間委託導入の
手法検討に着手

● 管路の維持管理等に対する官民連携手法導入の基礎調査
に着手

● 包括的民間委託やデザインビルド手法等の導入
により，民間でできる業務は民間に委ねる。

● 職員は，職員でしかできない業務に注力。

新たな維持管理手法
（官民連携）の導入

Ｒ２年度以降の取り組みは・・・

３ 今後の取組（課題㋓に対する取組）

令和５年度に向けて ㋓

エ
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３ 今後の取組（継続的な取組）

令和５年度に向けて 継続的な取組

● 人材育成・確保手法の検討・実践

● 職員研修・勉強会

● 審議会・下水道フェア

● 各種指標・基準の数値化（見える化）

29



目 的

自然災害を含めた社会情勢の変化や、持続可能な下水道財政の在り方など、
様々な変化（策定から９年が経過）や課題に対応していくとともに、市や県の関
連計画とも整合を図るためのものです。

4 今後の取組（新たな下水道ビジョンについて）

基本的な考え方

・ 社会情勢の変化・国の動向等に対応します。
・ 市政運営の総合指針2020の改定内容と整合を図ります。
・ 関連計画等との連携を図ります。

下水道ビジョンの位置づけ

県や市の関連計画との整合を図り、本市の下水道の基本的な方針や、施策の方
向性を示すものとし、今までどおり、その他諸計画の最上位に位置付けます。

３０



4 今後の取組（新たな下水道ビジョンについて）

下水道ビジョンで記載する内容と構成

下水道の基本的な方針や施策の方向性を示す「理念」的な部分を取りまとめる方
向とします。

下水道ビジョンと経営戦略等その他主たる計画との関連性

「下水道に関する諸計画が多く理解しにくい」という声を踏まえ、市民にとってわかり
やすい計画に見直します。
・中長期的な理念的なものを示したマスタープラン
・中期的な経営計画
・短期的な実行計画
以上、３つの柱で構成するものとします。（イメージ図参照）

３１



4 今後の取組（新たな下水道ビジョンについて）

下水道ビジョン他見直し イメージ図

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

中
期
的
な
経
営
計
画

短
期
的
な
実
行
計
画

３２



4 今後の取組（新たな下水道ビジョンについて）

見直しのスケジュール

下水道ビジョン見直しの進捗に合わせ、下水道運営審議会や市議会への報告、
市民意見の広聴について、段階的に行っていく予定です。

（予定）
・R2年度-11月 下水道ビジョン見直しについて下水道運営審議会に諮問

・R3年度-11月 下水道ビジョン見直しについて下水道運営審議会から答申

・R3年度- 2月 下水道ビジョン見直しについて、
市議会（建設経済常任委員会）に報告

・R4年度‐ ５月 パブリックコメントの実施

・R4年度- 9月 下水道ビジョン改定案について、
市議会（建設経済常任委員会）に報告

・R5年度‐ 4月 下水道ビジョン改定

３３



アセットマネジメントのスローガン

○ 下水道部アセットマネジメントのスローガン

※ 平成29年度のアセットマネジメント検討プロジェクトにおいて決定。
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「思いやりある下水道をアセットマネジメントから」
安全・満足でみんなに誇れる仕事を明日のために

A job that we can be proud of Shonan Fujisawa Sewage
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